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4000 MCに£、ける太陽雑音源探知装置 (第4報)

一一一8エレメン ト干渉計の完成一一

.1.緒 言 ・

従来の5エレメ y ト干渉計(1)(2)仰を8エレメ y ト

に増段し各アyテナに4分の l波長板をつける工事は

1953年末より準備を進めて来たので・あるが，向1954年

4月中旬に5エレメy トによる観測を打切って据付に

務手し.6月初旬に調盤を完了し観測を開始した.今

回の増設工事の結果ピーム隠は7.8'より 4.5'に，ビー

ム聞の間隔は43'より 4ぴになり，且太陽商上の昭射

を右廻りと左廻りとの向偏波に分けて走査することが

出来る織になったわけである.

幸い太陽;ま極めて静怠で誠整には好都合であった

が，その後も目立った異常輔射は現われず，静かな太陽

の騎射分布の決定が主な対象になっている.叉極めて

{装車、現われた異常腹射に対しても左右目偏波の観測記

録i1全〈同一で，臨射がrandomであることを示して

いるに止る.併し間もなく開始する新しいSolarCycle

の蹟初からその性能力:十分発基草されるものと期待され

る.

ここに新ーし〈附け加えられ，或;主改められた部分の

詳細を記し，更に我々と独立に.同様の構想で1年程

平〈設備されたオーストラリヤの32エレメ y ト干渉

計を附録として紹介することにする.

11. 8エレメントアンテナ系

1.アシテナ素子

今度新たに4分の1波長板(以下偏波裕子と略称)を

パラボラ反射鏡前面に取りつけるに当り ，赤純輸の周

りのトノレグカ:過大にならない織にする為寸法に多少余
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裕のあった反射鏡頚部の長さを 15cm短くした.そ

の際従来の 5偲の反射鏡を取外さなければならなかっ

たので， この機会にその反射菌を新しい3個の反射鏡

と合せて更に精度よく削り直した.これは第4巻第1

号.29頁で述べた様にアy テナ利得の均一性に多少遺

憾な点があり叉表面のメラミ y樹脂塗料が剣脱してい

る疑があったからである.今回11塗料として一層信車震

度が高いと考えられるシりコーy街脂を採用したが，

結果は梅雨l容を過5ても異常が認められない.
集点にある励振アy テナの温度上昇はこの前問題に

ならなかったが，今回は箇の光沢をよくし過ぎた為夏

の無風抄J設で850Cを記録した.これは少し風がある
と600C以下になり何れにしても支障を来す迄には

至っていない.パラボラ函には南の方向に4個の道水

孔を設け，南中F付近で面内に雨水が溜らない様にした.

文極輸の周りの counterweight I主観iJltl時間中常に廻

転を助ける方向に傾け，南中附近で起り易い歯lliの遊

び誤差を減らす織にした.その他は以前と金〈 同様で

ある.

2.伝送路

8エレメY トの場合は数が2の整数乗であるから伝

送路の構成は簡単な校蚊れ式となる (1) その寸法を

第 1図に示す.2つずつの合成はマジッグ Tを以て

行い，各、11何れか一方の信号のみを通すペy ドに切

換えられること前号において述べた通りである.(3) 

中央正面に較正用熱負荷との切換部があり，そこか

ら受信機迄に 3m余の距離を置いたのは置換誤差を

減らす為の長線路法仰を適用したわけである.

第 1図伝送路
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従って8つのパラボラで受けると受信点の等価温度の

増加は位相が全部合った所でこの8倍即ち1265
0
Kに

なる答であるが，これがrlij述の 2110Kにしかならな

いのはピームが鋭くて太陽商の一部のエネルギーしか

受信出来ない為である (1)その減少の割合は211/1256

= 0.168である.このf直は観測波形から大FZ面の一方
向分布を計算すればそれからも求めることが出来る

が，結果('1両者共よく一致している・

上述のこ とから若し通常の強度流定で1006'煽昂稿

身ずがあるとすれば探知装置の上では第3図点線で示す

様に山の刊さの60，9.-;'と云う顕著な揺が現れる計算に

なる.併し現在迄異常招射は殆ど観測されていない・

(75頁参照)，

次に伝送網失は上記と同じ日に行った次の四つの測

定から算出した.即t;，.

(1)長さ約2mの大型ホーY 1"yテナを受信点に

接近して銭税し，これを上空に向けたときの等価ifrA度

T"は約30Kであった.

(2)同制ケー プルの下織にあるJ蛾 t性伝送路の終

端にl司じホーy アンテナを上空に向けて接続し，マ

ジッ ?Tをペy ドに切換えてこれだけを受信機に導

いたときの受信点の等価温度は840Kであった.

。，130 

3.鋸付及び調整

据付の方法は5エレメ y トの場合と全く向級である

が間隔を6.45mにして一回入念にやり直 した.!!Oち

東西の方向を正しく測定し直し，叉極翰と赤静輸との

交点を一直線上に自列するに際し高低の修正にはトラ

シシットによらずプム管による水レペルを用いた.利

得及び位相の調皇室も以前と全く同じであるが，パラボ

ラ函の精度がよ くなった為利i専のバラツ キは殆ど認

められなかった.fi命位相の調整をしてから南中前後2

時間に亘る実際の記録を南中で折返して殆ど完全に

宜なる所から，据付・ヵ:正しく行われているものと推定

される.第2図は雑音信号に対する50番目のピーム

の形仰 を示す.これは南中前後約2時間半の所に現

われるもので既述の如くやはりピームの形(tijJ.ー阿波

数の場合に比しそれ稜変形していない.
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第50番目のピームの形
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第2図
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伝送領失決定の~験第 4図
実線(主雑音，点線は単一周波数に対す

るピーム，総僚は波形を比較する為話取

化したもの，受信機の帯域幅l主10MC.
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4.入力等価温度及び伝道量損失

太陽が静穏で気温3030Kのときの実験の一例を示

すと， 熱負荷と切換える点における出力等価溺度('1.

アyテナを全部主主に向けたとき即ち信号と無関係な

background noiseが 1300Kで，南中附近でピーム

ヵ:太陽の中心にかかるときこれより約2110 K増加す

る.第3図の袋線はこのときの記録波形を示す.

さて一つのパラボラ入力だけを受信機に浮くと，太

陽に基く受信点の等価温度の増加は 1570Kとなる.



(3)同じザ躍でホーy アyテナをケー 7';レの上端に

接続したとき 1170Kであった.

(4)これを通常の接続に直してパラボラを主主に向け

たとき受信点の等価温度は1300Kであった(既出).

これ等を図示すると第4図の如くなる.今大気温を

To;導波管主伝送路，同軸ケー 7'ル及び金伝送路の損

失係数を夫々 L町，Lc， Lt ;パラボラを空に向けたとき

のア Yテナ直後の等価温度を T"とすれば以上の実験

から次式が成立する.

Th= 3 

To(1-Lw) + ThL加 =84
To(l-L叩Lc)+ ThLwC.o = 117 
To(1-Lt) + TpLt = 130 
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んには主伝送路(約24m)の0.07倍の長さに相当する

所謂象の鼻の導波管が含まれるから，

Lt=L切 1・07Lc 

となる.To = 303を入れて(1)式を解〈と，

Lw = 0.73 (1.37 db) 
Lc=0.85 (0.70db) 

Lt = 0.608 (2.16 db) 

T，， =18 

となる，L却を毒事波管自身の損失とすると約0.057db/m

となり，前回の測定から予想した億よりかなり大き

い (3)叉この項の初めに記した実験からアyテナ利得

を計算すると 1700位になる.何れも今回の方が2乗

検波探と熱負荷の常用により較正が確かであるから信

頼性が高いと考えられる.

倫T"の中にはパラボラ面の損失と，地面に向うパ

ラボラの残留指向性がある為に生ずる雑音が含まれる

が，以上の実験からは両者の分隊は出来ない.但しパ

ラボラ閣の損失或は地面に向う指向電力の百分率は最

大6.%であると云える.

111. 4分の 1波長板(偏波椅子)

太陽電波の異常諸島fの中には同偏波が含まれている

ことは知られているが，向(川町各異常稿射源から発せ

られる問偲波を分降して観測しその動静を詳細に監視

する為に各アシテナに4分の1波長板を附することに

した.マイグロ波における4分の1波長板としては導

波管塑と格子型とが考えられるが，何れも入カ同偲波

を進行方向と直角な二つの直角成分に分けたとき両者

の位相差を更に4分の1波長異ならせることによりこ

れ等と空間的に45。の方向をなす直線偶波に直して受

信する装置である.このごつの型の中何れを用いるか

と云う問題であるが，裕子裂の方が周波数特性をよ〈
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すること及び製作保守が容易で，従って又8個組合せ

たとき位相関係に狂いを生ずる恐れが少ないので後者

を採用した.併し向偲波一直棋偏波の変換が実験で簡

単に確認出来る点では導波管型が優れているから，単

独のアンテナの場合にはこの方が都合がよい場合も考

えられる.

1.殴計

備波様子を用いた受信装置は2，3報告されているが

設計には全く触れて居らず実際の寸法にも納得し難い

点があるので新し〈検討し直した.

(2) 

MIT Rad. Lab. Ser.， Waveguide Handbook， p. 290 

によれば第5図に示す様な半無限の格子に面と平行な

電界を持った平面波が入射した場合，等価的にT面

迄空間として叉T'面から格子として考えうる d及び

d'の値が計算されている.この際T，T'面聞には時間

的逮れがないと考えられる.d，d'を決定する図表の一

吉容を第6図に示す.

第5図半無限格子の基準商

(3) 

止tLL
ad---一ー『ー--'fTi---:.--ーを'
z占 311 

第6図基準函の距離を示す図表

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

偶波格子の場合にも一端で生ずる高次姿.jlliが他端で

十分減衰すればこの計算が適用出来る筈である.更に

この場合には前後のイ y ピーダシスが同ーであるか

ら，等価的な格子の長さを格子に平行な電界成分に対

して半波長の整数倍にすれば反射を無くすることが出

来る筈である((15)式参照).各部の寸法を第7図の如

〈表わせば上述の条件から次の式古守辱られる.

lt/λー12/λc=1/4 (4) 

12/ゐ=n/2 (nは正の整数)

λ~=λ/へIT士日万五)2

先ず(4).(5)式より んが求まる.

(5) 

(6) 
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1t=(2n-l-1)λ/4 

次に第7図より，

12 = [j 十2(グ-d)

cx=π/a(d'-d). (9) 

(5)， (8)式により，

Ag = 212/n = (2/n){(2n -1-1)λ/4十2αa/π}

(6)式を用いると，

i，2 = {1ー (λ/2a)勺{(2n-1-1)λ/2n -1-4cxa/nπ}2 (10) 

(10)式はaに関する4次式で，或nに関して αを仮

定すればaが求まるが，結果により αの依が適当でな

ければ修正して計算し直さなければならない.aが求

められればdが求まるから，

(7) 1= It -2d (11) 

として安.際の寸法a及びI/J;決定されるわけである.

nが4になると次のH胞の姿態が立つからnとして

=(2河 -I-1)i./4-1-2cxa/π (8) は1，2，3の三つが棋補に挙り， :t=75mmとして諸定

ここに αは第5図上の読みの差，即ち， 数を計算すると第1表の如くなる.

第 1表

n 

唱

A

q

a

句。

第 1表で単位長当りのHω波の減衰は，(7) 

54.57、ぺ-(aπf/a db， (12) 
各端商単独の反射電力はイ y ピーダyスの不連続か

ら生ずるもので，

(1-y)2/( 1 + y)2 (13) 

y=λ/i..g， (14) 

文一般の格子の反射電力は空間の途中にイy ピーダγ

ス Y倍なる線路がんだけ掃入されていることになる

から，

(1-Y2)2/{4Y2cot2(2π12/ゐ}

+ (1 + Y2)2). (15) 
この式からわかる様に反射を考慮しないと景悪の場合

反射電力が (1-Y2) 2/(1 + Y2) 2となり ，何 十パー
セ Y トと云う大きな値になる可能性がある.

次に伺波裕子に受信しよ うとする方向の同僚波と逆

廻 りの悶{南波とが同じ振幅で入ったとき，格子治:不完

全で格子に平行な電界成分の方が直角成分に対して正

し〈 π/2でな〈一般にPだけf昨日が進むとすれば，逆

廻 りと国型りとの受信電力の比は，

tan2 (π/4-<J>/2) (16) 

となる.

0.59 

0.38 

0.54 

第 1表によれば何れを用いても大差ないことがわか

るが，高次姿態の減主主及び周波数特性の点でn=2が

最もよいことになる.そこで結局厚さ 1mm，幅79mm

のアルミ板を中心間隔61mmで23枚配列することに

したわけである.

2.構造

写真4に見られる様に直径155cmの伺い枠に上記

寸法の格子を配列し，これをパラボラ上面から40cm

離して 3本の支柱で支えた.椅子の間隔を正しく保持

する為に格子と直角方向の2筒所に径5mmの金属

spaserが入れてある.あとで・気がついたことである

がこの spacerは裕子の両端面に近づけて 2本ずつ入

れた方が遥かに効果的である.各支柱の上端には上，

下，外の3方向にベ7リγグの入った滑宝石があり軽〈

廻伝させることが出来る.叉支柱の上競に3角形にピ

アノ線を張って補強してあるが，祐子の spacerと共

に電気的影撃事は認められない.

備波絡子はパラボラと共に様々な位置をとるので8

個同時に廻伝させるのは容易でない.併し廻伝の途中

の位置は問題にならないので，各賂子に定位置で止ま

るstopper安つけ可援シャフトで駆動することにし

た.これは|併に巻きつけた比馳今細かい目のチェy



と歯車で行っている.各可携、ン Vブトの下端は傘歯車

を通して共通γ ャフトに接続されている.これを廻ず

には共通シャフトの途中がクラy グになっていて，こ

こで約9廻転させれば絡子は90。廻転する.この聞の

所要時間は5秒以内である・

3.綜験

友射:一つのア yテナを~或は太陽に向けて格子を

ゆっくり 1廻転させても錠録に会〈変化が認められな

いところから，奨用上反射は問題になっていないこと

がわかった.

位相関係:偏波裕子を取りつける前に位相の調盤を

行ったものが取りつけ後も狂いも認められなかったの

でこれも心配はし、らないことがわかった.

逆廻リ円偏波1こ対する感度:直接測定は困嫌である

が，第8図に示す様に相隣る二つずつのアyテナで裕

子の方向を互に直角にすると干渉波形が認められなく

なることから実用上逆廻りの同偏波は受信されないと

考えて差支えないことがわかった.

第8図逆廻り同偏波に対する感度の実験

Source -一一→

多重審2

今相鱗る二つのアy テナで絡子なしか或は絡子の方

向を揃えて太陽に向けると，正弦波状をなした電力指

向性が得られるから，太陽を点源と仮定すれば時間と

共に正弦的変化をする受信入力主汚辱られる.即'!?-つ

のアγテナで受ける受信電力をPとすれば合成受信

電力九は次の式で表わすことが出来る.

ρ。=P(l+cost1t) (17) 

次に絡子治:各‘直角な場合には， 入力波を絡子に平

行な X，>，方向の二つの成分に分け(第8図参照)， X方

向の成分が帯2で・9だけ進むとすると受信電力p"は，

ρ必=P { 1 + cos ( t1t十 <p)}/2 (18) 

となり， 同様にy方向の成分九は，

ρu=P{1+cos(t1t-<p)}/2 (19) 
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となる.今太陽は静穏で，8エレメシ トにして格子を左

右に変えても変化が全く ないから入力は会<random 

である.この様なときにはz成分とy成分とは会〈相

関がないから， 受信電力ρは単に両者を加え合せれば

よい.従って，

ρ= P (1 + cos <p cos t1t) (20) 

となり， 若し設計が正し〈 て少=π/2であればρ=P

で変化分は全くなく，一つのアシテナで受信するのと

全く同ーの振れを示す答である.実際には太陽が大き

さを持っているので振幅はPの3分の1位しか得られ

ないが事柄は全〈同じである.二つのアyテナで干渉

図形を描かせると P-Pで1000Kの振幅古等専られるの

に対し，上の実験で残っているかも知れない振幅は

30K以内であるから少にして高-l<90土2。であると考

えられる.従って4分の1波長板として逆廻り同偏波

を受信する割合は0.1%以下で問題にならないと云う

わけである.

街上の実験はrandomnoiseを左右伺波に分解した

場合，互の相関が全く ないことから説明することも出

来る.

4.右廻リ左廻リの定義

光学と電気の方で逆になっていて混同し易いが，電

波天文学では電気の方のしきたりにならうことになっ

ている・ NOち電波の進行方向と直角な固定した平面内

で進行方向に肉って電気ペグトルが時計方向に廻伝す

るものを布廻りとするわけである.

従って偏波格子の方向が東北一西南である場合には

左廻りを，西北一東南である場合には右廻りを受信す

ることになる.

VI.測定確度の向上
測定確度の向上に関して前号 (3)において詳述した

けれども，それに則って不備な点を補足した.

1. 2乗検波

前号において触れた方式， NOちiデを高い周波数で

断続し鉱石で2探検波 した後断続周波数の増幅を行

い，更に宮線検波をして変調周波数成分を取り出す方

式について実験した所，信号発生捺の入力に対しては

希望通りの動作をするが，ラグオメーターに用いると

出力のフラツキヵ:略、 2倍になってしまって好ましい

結果が得られなかった.その原因が明らかでないので

未だ方式自体に対する否定的決論とは云えないが， 2 

索検波方式は是非採用し度いので真空管を用いる方法

に再検討を加えた.その結果電源に特別の注意を払え

ば安定度の点で も十分満足出来る様になることがわ
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かった. ら大気温の負荷を接続する必要はない)，次にアシテ

ピーム管の2察特性を用いてその直流出力を直接続 ナを空に向けて受信し標準の損失と気温とから算出さ

み或は記録する場合には，例えば岡宮氏の研究 (8)が れる点に記録計の振れを合わせる.斯くすれば仮令損

そのまま適用出来るが，ラジオメ 【ターの場合には電 失は変ってもア yテナの入力に対しては同ーの感度を

圧を出力としなけJ1，ばならず叉出力における検波した 示すからそのまま観測が正しく行われるわけである.

直流分の百分の一以下を正確に測定しなければならな そして 5エレメシトのときはこの織にして観測したわ

いので安定度が一組問問になる・検討の結果使用した けである.

回路を第9図に示す. 併し熱負荷を常時用意しておけば較正が毎日確実に

第9図 2梁検波探 行われるばかりでなく，受信機の感度がわかるから伝

Vl-aVb. v6・65，180R5・凶 R1~4k R1S-4 ok C4・o.∞id9-10 
2-oC6 R1・100 ~7∞ l1-SCJIc 1ιlOkト0.1 l~S 
3-~~. ~-~Ok 7・20 12-1SCJIc 01.ーラ∞p b-切
4-'p1l3A '}・1∞k 8-1∞'k l'-SOk 2-0.∞17-10 
5-150 4-11< 9・2111 14-500孟 3・0.1 ι10

検波告書の雑音入力を2乗車E聞の 20%以・;に押える

と，ラジオメ ーターの入力 1000Kに対して 1mV程

度の出力しか得られないから陽極電圧数十μVの変動

が問題になる.特に受信機の時定数1秒、と同程度或は

更に速い過渡的変動が哨告である.第9図で電圧の標

準になる放電管の出力党大きい時定数を還して初段の

格子iこ供給しているのはこの為である.この様にする

と過間慨動に対しては標準として電池を用いたのと

同等で，大きなループ利得によって出力の変動を極め

て小さく保つことが出来る.

2乗検波~i}を用いると i-f :増幅球以前の利得の変動

が約2倍に拡大されるので，特に電源電圧の影轡を受

け易い.従ってi-fの電源には一層厳重な注意が必要

である.この為電圧の震準となる放電管。選択に細心

の注意を重要した.

2.勲負荷による常時鮫正

アジテナのi'H<・近くにラジオメ ーターを置く通?首の

強度測樹幾の場合には，アy テナを上空に向ければ殆

ど気温に関係なく絶対零度附近の一定値を指示するか

ら準震準として極めて便利であることは既iこ邸‘述べ

た所である.併し干渉計の場合には伝蹴劇的:長くな

り損失が大きいので， 仮令アYテナを~に向けても出

力雑音は気温により変り，叉損失そのものも変る可能

性がある.

そこで先ず低周波の入力を短絡して記録音fのよで変

調論の温度に相当する点に合わせ{置換誤差が少いか

送損失そのものをも測定することが出来る.写真6は

3∞。Cの熱負荷を常時速伝しているところで，観測の
前後に信号制'1と切換えて記録している.熱負荷は前号

のものと同ーの設計である (3)記録から見ると総雨時

の最も条件の怒いときでも損失の増加は596以内であ

っfこ・

V.結言

静かな太陽面よの電渡的問るさの分布を測定するこ

とは太陽大気の構造の研究に有力な手続りそ提供する

もので，太陽電波が観測せられてから初めて迎える現

在の最衰矧はこの]t:来では絶好の機会である.現在7

イグロ波格で太陽面の走査が出来るのは波長21cmの

オーストラリヤの干渉前と，波長10.3cmのカナ〆の

スロットアレー(ピーム半値幅約7'，1日1回だけ)と

我々の菱置であるが何れも一方向走査で，半径方向の

分布を決定することは測定誤差の点から必ずしも容

易でない.併し各、一応半径方向の分布を推定してい

て，我々も目下この方向に努力を傾けている・これに

ついては次号に記する予定である.

一方具?常現象に対しては，ピーム幅が多少広い他は

オーストラリヤと同等な観測が出来，叉経度も略ミ同

じであるから同時観測も期待することが出来るので今

後よく連絡をと って研究を進めたいと考えている.勿

論この装置の完成により ，電波予報，地球物理学的論

現象並びに宇宙線との相関の研究などに寄与すること

一層大なるものと期待される.
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附 録

オーストラリヤの32エレメシト干渉計!ニついて 問

オーストラリヤのシドェー周辺の山上にあり，波長

21cmで直径 1.68mのパラボラ 32個を7.01m (33.4 

波長}の間婿で路東西に2∞余mに亙って配列してら

る.各パラボラは簡単な赤道儀で，通常約15分置き

に手動で動かす.

励振アyテナはダイポールで，パラボラの中心から

突き出ている2放のストリップ状平行板で支えられて

いる.平行板の根本近く短絡板があり ，そこから 4分

のl波長アンテナに寄った所から平行コ ードで主伝送

路に接続している・伝送路は径4mmの硬銅t泉で作ら

れた平行線で中心間隔9.4mm，7m置きに200kgの

張力をかけてポリスチレyで支え，途中3箇所に問じ

材料の小さい隔板が置いてある.信号の合成点は3分

岐で，合成した後のところで整合たとっている.伝送

損失は約0.033db/mで全携先約6dbである.

受信機はョ yデ yサーを機被的に回転さぜる切換式

で，切換周波数，t25サイグル，抵抗終端としては長

いケープルを用いている.1・'-fは30MCで幣被4MC，

出力わフラッキは約lOKである.1000Cの熱負荷で毎

日受信機の較正をするが， これは促録の山の高さと

略ミ等しい.併しアy テナ系の損失がわからないので

記録の山を積分して強度測定訴と比較しその補正を

行っている・これは波長21cmでは宇宙電波が無視

出来ない為，笠の等価t~度がも早一定と考えられなく

なるからであろう・ ピーム隠は約3'でどーム聞の間

隔は 1.7。であるが，次に述べる同伺波の観測をすると

きにはこの間隔が51'と2分の1になる.

同{南波の観測をするときにはアy テナを第10図の

如〈配列する.

第10図悶偏波観測をするときの

アy テナの配列

でこ」l f し
入力波を直角 2成分に分解しその振穏を e~匂とす

ると，ぉ方向のアy テナ群とy方向のアyテナ群とで

受信する夫々の入力 V:.c， Vyは次の如〈表わすことが出

来る.

V.， = "e.，sin (ωt-2πlt/λ)/(0) 1 
> (21) 

Vy =α匂sin(ωt-2πゐ/λ十&)/(0)J 
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ここに αは比例定数 ;lt， hは各アソテナ群の中心と電

波源との距離 ;d ，t両成分の電波源における位棉差で

あり，

1(0) = sin NP/cos 2p (但しNは4の倍数)(22) 

ρ=πdsinfJ/λ， (23) 

Nはアy テナの総数;d'tアy テナ聞の距離;(Jは電

波源とアy テナの蹴畑となす角である.

さて1(0)は，

2ρ= (2n+ 1)π/2 (n=0，1，2，...) (24) 

のとき Max.となり，通常の観測法による場合の2倍

の周期を持っている.

h=12+dsinfJ (25) 

の関係があるから，む=ey =ε， d =土π12の月偏波

の場合を考えると，

V.，+ Vy = 2"ε1(0) 、
問 {ρ土π/4)sin (ωt -y) ~ (26) 

y=2πlt/λー(ρ土π/4} J 

となる.十符号， o.pち左廻りの悶偏波のときには(24)
式で示される Max.の中nヵ:奇数のときだけ Max.

になって，nが零及び偶数のときには零になってしま

う.右廻り同備波のときは全〈その逆であるから，ピー

ムは交互に右左の同侭波を受信・することになる・ 勿

論randomの場合には通常の観測と同じ波形が2倍の

周期で繰返されるに過ぎない.

上述のことが厳筏に当てはまるのはピームの中心に

おいてだけであるが，消えるべきピームの両側にある

残留ビームは最大0.1%であるから実用上何等問題は

ない.

我々の装置にこの原理を適用しようとすると，現在

のパラボラの聞に1つずつ同じものを設置して行って

数を倍にしなければならない.同じことなら少い数で

格子を置いた方が経済的で・あると云うわけである.こ

の様なわけで32エレメ y トの干渉計と云っても我々

流に考えれば宅建は16エレメ Y トに格子をつけたこと

に匹敵する.
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